
２月１０日、２２９スキーランドで第３９回田子町学校スキー大会が行われました。
詳しくは来月号へ掲載します。

町スキー大会

[CONTENTS]
●今月の話題･･････････････････ 2
　祝！卒業　田子高校に入学してよかった！
●トピックス･･････････････････ 4
　30年の時を経て里帰り
　食で地域とつながろう〜つながる食育推進事業〜　ほか
●お知らせ････････････････････ 7

●公民館情報･････････････････ 10
　第40回文化協会芸能発表会　ほか
●図書館情報･････････････････ 11
　手作りお菓子を作りませんか？
●情報スクランブル･･･････････ 12
　学校の話題　田子小学校　ほか

3月号
2018年

平成30年

広報広報



2

●
今
月
の
話
題

●坂本大樹　「インターンシップが２回!!」
　インターンシップが２回もでき
る。２回目で行った介護施設で、
介護の仕事にやりがいを感じ、介
護福祉士を目指すことにした。イ
ンターンシップが２回あること
で、様々な将来を模索できる。

●庭田麗緒　「シーズン券が500円で」
　スキー授業の回数が多い。229
スキーランドのシーズン券は田子
町民の高校生以下だと500円。私
は町外から通っているが、田子高
校の生徒なので同じく500円で、
毎日のようにスノーボードを楽し
める。

●山市悠太　「合宿が多い」
　合宿が多い。入学時のオリエンテー
ション合宿、進路を探求する合宿、
進学希望者向けの勉強合宿。国際教
養コースでは、鶴田高校と合同で英
語合宿など※。友達とたくさんの時間
を過ごし、たくさんの出会いもあり、
進路について考えることができた。

●大向正洋　「自然がいっぱい !!」
　自然に囲まれていて、活気があ
る。四季を通して様々なスポーツ
を楽しむことができる。中高一貫
教育のため、中学生と共にボラン
ティア活動も。インターンシップ
やボランティアなどで地域の方々
と活動する場面もある。

●名久井真心　「スノボもできる」
　今年からスキー授業でスノー
ボードもできるように。町の方や
先生が分かりやすくスキーを指導
してくれる。田子高校生は229ス
キーランドのシーズン券が安い！

●松原正来　「毎日充実」
　先生と生徒の距離が近い。ボラ
ンティア活動も多い。インターン
シップは２回あり、仕事の大変さ
を実感できる。中高一貫教育のた
め、中学生と共に体育祭を盛り上
げたり、ゴミ拾い活動などをして
いる。

●遠澤直樹　「全力支援」
　町から支援があり、様々な活動
にチャレンジできた。ギルロイ市
への海外派遣も経済面や語学力向
上のための事前研修などのサポー
トがある。先生方は、進学でも就
職でもいろいろな面から協力して
くれる。

今
春
卒
業
す
る
３
年
生
に
田
子
高
校
の
思
い
出
と
、

入
学
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

田
子
高
校
に

入
学
し
て
よ
か
っ
た
！

祝
！ 

卒
業

●渡辺　輝　「妖  艶」
　郷土芸能部での３年間。今年は
県総合文化祭で最優秀賞をいただ
き、全国大会へ切符を取ることが
できた。東京、岩手県など町内外
で、感謝の気持ちを忘れず活動し、
そのことをとても誇りに思ってい
る。

●小笠原直　「スキーができる」
　年４回あるスキー授業。229ス
キーランドで３回、安比高原で１
回。スキーをしたことがない人で
も先生や指導員の方がわかりやす
く教えてくれる。練習した分上達
するし、友達と教え合うことで交
流も深まる。

※
鶴
田
高
校
と
の
英
語
合
宿
は
平
成
29
年
度
で
終
了
。
平
成
30
年

度
は
独
自
に
福
島
県
のB

ritish H
ills

で
の
合
宿
を
予
定
。
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●
今
月
の
話
題

●新井田彩乃　「伝統の継承」
　郷土芸能に触れられた。郷土芸能
部に入りたくて田子高校を選んだ。
先輩方や保存会の方に直接ご指導い
ただき、高い技術を学べた。高校生
が町の郷土芸能の継承に携わること
はとても大事なことで誇り。しっか
り受け継いでいってもらいたい。

●石井美里　「ボランティア活動」
　様々なボランティア活動に参加
して、たくさんのことを学べた。
周りを見て行動すること、仕事を
することの大変さを学んだ。「あ
りがとう」と感謝されることもあ
り、やって良かった・頑張ろうと
思えた。

●山市百恵　「働くことの大変さ」
　インターンシップが２回あるこ
と。２回目は生活・情報コースに
進むと行うことができ、興味のあ
る職業や、将来やってみたい職業
を体験することで、自分に向いて
いる職業が分かる。

●眞田歩乃果　「チャレンジ精神」
　郷土芸能部で苦手克服ができ
た。人前で何かをすることが苦手
だったけど、新しいこと【唄い手】
にチャレンジすることが、苦手を
克服するチャンスだと思った。新
しいことに挑戦することで、学ぶ
ことがたくさんあった。

●山下菜摘　「進路活動を応援」
　先生方が進路活動に協力的で、
全力で応援してくれる。全員が決
まるまで手厚く指導してもらえ
る。特に、面接に関しては他の高
校に負けていない。取得できる資
格も多く、検定料の補助もある。

●堰端加奈江　「フードと介護」
　フードデザインと介護関係の授
業がある。フードデザインでは栄養
について学ぶことができ、食物調理
検定も取得できる。福祉の授業では
介護や看護について学ぶことができ
る。学科が決まっている学校より、
１つのコースでたくさん学べる。

●舛田祐佳　「先生に感謝」
　手厚い進路指導が受けられる。
生徒１人に必ず先生が１人以上つ
く。志望校への必要書類作成のた
めに、夜や休日も指導いただいた。
面接練習も多くの先生が対応して
くれたので、しっかり準備ができ
た。

●工藤　唯　「生活・情報コース」
　普通科なのに２コースに分かれ
ること。生活・情報コースでは、フー
ドデザインと情報処理がある。フー
ドデザインでは週２時間の調理実
習の他、調理の資格が、情報処理
では情報処理関連の資格が取れる。
これ以外にも資格取得が可能。

●山沢七南　「継  承」
　郷土芸能部での活動を通して、た
くさんの人たちに笑顔と感動を与え
られた。町内だけでなく県内外でも
活動し、行く先々で拍手や温かい言
葉をもらった。田子高校郷土芸能部
を楽しみにしてくれている方々のた
めに、受け継がれていってほしい。

●獅子内亜未　「高総体優勝」
　充実した部活動ができた。生徒数
が年々減っており、大会で好成績を
おさめる事は難しいだろうと言われ
ていたが、田子高校弓道部は充実し
た環境が整っていて様々な大会で結
果を残せた。勉強と部活の両立がで
きて充実した高校生活だった。

●山下真由子　「交流熱心」
　ギルロイ市への語学研修。１月
は田子高校生が訪問し、７月には
ギルロイ市の高校生が田子町を訪
問する。姉妹都市なので、互いの
高校生達が交流することができて
いる。とても充実した日程で、楽
しみながら学ぶことができた。

●冨樫美和　「補助制度」
　資格検定料・模擬試験料の補助
がある。再受験に関しても補助が
あるので、親に負担を掛けずに資
格取得ができた。英検や漢検のほ
か、数学検定や危険物取扱者の資
格なども受けられる。
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ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
山
本

町
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
、

町
か
ら
は
敬
老
祝
金
と
花
束
が

送
ら
れ
、
ご
家
族
と
一
緒
に
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

種
市
さ
ん
は
大
正
６
年
１
月

24
日
生
ま
れ
。
身
の
回
り
の
こ

と
は
全
て
ご
自
分
で
さ
れ
、
友

人
と
の
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み
、

毎
朝
玄
関
先
を
掃
き
掃
除
す
る

の
が
日
課
だ
そ
う
で
す
。
現
在

は
子
ど
も
５
人
、
孫
が
10
人
、

ひ
孫
13
人
、
玄
孫
４
人
に
恵
ま

れ
、
ご
自
宅
で
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
現
在
、
１
０
０
歳
以

上
の
ご
長
寿
の
方
は
種
市
さ
ん

を
含
め
６
名
で
す
。

30
年
の
時
を
経
て
里
帰
り

（
※
写
真
４
・
５
）

　

１
月
25
日
、
み
ち
の
く
銀
行

の
杉
本
康
雄
取
締
役
会
長
が
役

場
を
訪
れ
、
30
年
物
の
に
ん
に

く
の
醤
油
漬
け
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
、
青
森
市
古
川
に

あ
る「
鳥
清
」と
い
う
焼
き
鳥

屋
が
店
を
閉
め
、
店
内
を
整
理

し
て
い
た
際
に
、
昭
和
58
年
頃

作
っ
た
に
ん
に
く
の
醤
油
漬
け

１
年
の
無
病
息
災
を
願
っ

て
～
耕
田
寺
春
祈
祷
～

（
※
写
真
１
）

　

１
月
10
日
、
北
側
地
区
の
耕

田
寺
で
春
祈
祷
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
１
月
10
日

に
耕
田
寺
へ
檀
家
の
方
々
が
集

ま
り
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災

や
家
内
安
全
、
交
通
安
全
な
ど

を
祈
願
す
る
も
の
で
、
今
年
も

８
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
参

加
し
ま
し
た
。
祈
祷
の
後
、
東

長
寺（
岩
手
県
洋
野
町
）東
井
大

宗
副
住
職
か
ら
講
話
が
あ
り
、

自
身
が
和
尚
に
な
る
ま
で
の
お

話
を
交
え
、「
感
謝
は
言
葉
だ

け
で
は
な
く
、
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
た
行
動
が
大
事
」と
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
境
内
で
は
写
生
展
覧

会
も
行
わ
れ
て
お
り
、
町
内
の

小
・
中
学
校
よ
り
応
募
さ
れ
た

２
２
８
点
の
作
品
が
３
月
の
彼

岸
中
日
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。し

あ
わ
せ
の
ま
ち
づ
く
り

結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式

（
※
写
真
２
）

　

１
月
11
日
、
役
場
公
室
で
、

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
の
贈
呈
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
夫
婦
が
婚
姻

か
ら
継
続
し
て
１
年
以
上
田
子

町
に
居
住
す
る
な
ど
の
条
件
を

満
た
し
た
場
合
、
夫
婦
に
結
婚

祝
い
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
が「
町
も
し
っ
か
り
支
援
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
田
子
町
で
大
き
な
幸

せ
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
」と

述
べ
、
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

に
結
婚
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
で
事
業
開
始
か
ら

23
組
目
、
今
年
度
６
組
目
の
贈

呈
と
な
り
ま
す
。

　

贈
ら
れ
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
川
上
純
平
・
梓
乃
夫
妻

祝　

種
市
よ
ね
さ
ん

１
０
１
歳
！
～
敬
老
祝
金

贈
呈
～
（
※
写
真
３
）

　

１
月
24
日
、
種
市
よ
ね
さ
ん

（
サ
ン
モ
ー
ル
）の
満
１
０
１
歳

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
ご
自
宅

で
敬
老
祝
金
贈
呈
式
が
行
わ
れ

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
２
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
写
真
１
）
25
名
の
和
尚
に
よ
る
転
読

（写真３）種市さんとご家族
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
７
）
玉
串
奉
奠
す
る
参
加
者
ら

（
写
真
８
）
相
手
を
か
わ
し
て
ボ
ー
ル
を

　

つ
な
ぐ

（
写
真
５
）
杉
本
会
長（
左
）と
山
本
町
長

（
写
真
６
）
受
章
さ
れ
た
方
々

（写真４）手渡された
にんにくの醤油漬け

が
出
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
店

主
の
清
藤
俊
次
さ
ん
が
、
杉
本

会
長
へ「
田
子
の
に
ん
に
く
で

作
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
田
子
町

長
に
渡
し
て
ほ
し
い
」と
依
頼

し
、
今
回
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

杉
本
会
長
は「
店
主
か
ら
、
田

子
町
の
職
員
の
方
が
県
庁
へ
出

向
い
た
際
に
は
、
よ
く
利
用
し

て
も
ら
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
縁
で
、
田
子
に
ん
に
く
を

使
っ
た
そ
う
で
す
」と
経
緯
を

お
話
し
に
な
り
ま
し
た
。
山
本

町
長
は「
た
く
さ
ん
の
方
の
手

を
通
じ
て
来
た
こ
と
が
素
晴
ら

し
い
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
」と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
に
ん
に
く
の
醤
油
漬
け

は
、
２
月
24
日
に
行
わ
れ
る

「
に
ん
に
く
ま
つ
り
」で
提
供
さ

れ
る
予
定
で
す
。

警
察
活
動
へ
の
協
力
に
感

謝
状
（
※
写
真
６
）

　

２
月
１
日
、
三
戸
町
住
谷
野

で
平
成
29
年
警
察
協
力
者
感
謝

状
贈
呈
式
及
び
優
良
警
察
職
員

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
か
ら
２

団
体
と
３
名
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
中

に
地
域
防
犯
や
交
通
安
全
な

ど
、
警
察
活
動
に
積
極
的
に
協

力
し
た
方
々
に
対
し
三
戸
警
察

署
か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
三
戸
警
察
署

の
杉
山
肇
署
長
が
受
賞
者
に
日

頃
の
協
力
に
対
し
謝
辞
を
述
べ

る
と
と
も
に
三
戸
管
内
で
は
凶

悪
事
件
は
無
い
が
、
特
殊
詐
欺

被
害
が
発
生
し
、
被
害
者
が
病

に
伏
せ
っ
て
い
る
状
況
か
ら
被

害
防
止
の
必
要
性
を
強
調
し
、

関
係
者
の
更
な
る
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

　

町
か
ら
の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
三
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
田

子
支
部
（
中
沢
誠
支
部
長
）

▽
三
戸
地
区
交
通
指
導
隊
田
子

支
隊
（
大
羽
澤
正
支
隊
長
）

▽
萩
原
則
好
さ
ん（
七
日
市
）

　

地
域
の
交
通
安
全
活
動
に
寄

与
し
た
功
績

▽
元
村
優
憲
さ
ん（
宮
野
）

　

に
ん
に
く
盗
難
防
止
活
動
協

力
し
た
功
績

▽
山
本
亀
次
郎
さ
ん（

ノ
実
）

　

交
通
事
故
防
止
推
進
に
努
め

た
し
た
功
績

平
成
30
年
合
同
厄
祓
式

（
※
写
真
７
）

　

２
月
３
日
、
中
央
公
民
館
ホ

ー
ル
で
平
成
30
年
合
同
厄
祓
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

合
同
厄
祓
式
実
行
委
員
会（
池

田
博
良
実
行
委
員
会
代
表
）主

催
で
行
わ
れ
、
大
厄
を
迎
え
る

男
女
約
40
名
が
神
事
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

神
事
が
始
ま
る
と
、
出
席
者

ら
は
神
妙
な
面
持
ち
で
厄
祓
い

の
儀
を
受
け
、
ひ
と
り
一
人
登

壇
し
玉
串
を
奉
奠
し
て
安
泰
を

祈
願
し
ま
し
た
。
神
事
の
後
に

は
久
し
ぶ
り
の
同
級
生
と
の
再

会
を
喜
び
、
思
い
出
話
や
近
況

報
告
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
で

世
代
間
交
流
（
※
写
真
８
）

　

２
月
４
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ス
ポ
ネ
ッ

ト
た
っ
こ
杯
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

２
０
１
８
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ポ
ネ
ッ
ト
た
っ
こ

（
尾
形
憲
男
会
長
）の
主
催
に
よ

る
も
の
で
、
冬
場
の
運
動
不
足

解
消
と
世
代
を
越
え
た
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
交
流
を
目
的
と
し
、
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●
ト
ピ
ッ
ク
ス

　田子分館では、子
どもたちに様々な経
験をさせたいという
想いから、体験会を
不定期で行っていま
す。８月は坂本さん
を講師に、田子のて
しごと「あみにん」
作り体験会、１２・
１月は簗田さん講師
のもと俳句会、そし
て先日は、昨年度指
導員として子どもたちと一緒に過ごした先生
が遊びに来てくれて、その赤ちゃんとの触れ
合いをしました。ここでの様々な体験を通し、

その経験が子どもた
ちの糧となり、今後
の何かしらのヒント
となることを願って
います。
　ジャンルを問わず、

一緒に子どもたちの遊びや体験をサポートを
していただける方、大歓迎です♪　お気軽に
ご連絡ください。

【すくすく館田子分館 ☎080-9256-3368】

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童だより
すくすく館田子分館

今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。
試
合
で
は
６
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
元
気
よ
く
プ
レ
ー
し

て
優
勝
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
優
勝　

紅w
ith

Ｄ

◎
準
優
勝　

上
郷
Ｆ
Ｃ

◎
第
３
位　

三
戸
フ
ァ
イ
ツ

食
で
地
域
と
つ
な
が
ろ
う

～
つ
な
が
る
食
育
推
進
事

業
～
（
※
写
真
９
）

　

今
年
度
、
田
子
小
学
校
が
モ

デ
ル
校
と
し
て
、
文
部
科
学
省

よ
り「
つ
な
が
る
食
育
推
進
事

業
」の
委
託
を
受
け
、「
地
域
を

知
っ
て
意
識
を
変
え
る
！　

笑

顔
つ
な
が
る
望
ま
し
い
食
習
慣

育
成
事
業
」を
テ
ー
マ
に
１
年

間
取
り
組
み
ま
し
た
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
野
菜
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
Ｃ
Ｍ
放
送
を
は
じ
め
と
し

た
、
様
々
な
活
動
の
集
大
成
と

し
て
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

し
、
全
戸
配
布
す
る
こ
と
と
な

り
、
２
月
５
日
に
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
５
名
が
来

庁
し
、
山
本
町
長
、
原
昌
德
副

町
長
、
宇
藤
裕
夫
教
育
長
へ
出

来
上
が
っ
た
フ
ァ
イ
ル
を
手
渡

し
ま
し
た
。
山
本
町
長
は「
多

く
の
方
と
つ
な
が
る
こ
と
を
経

験
し
た
と
思
い
ま
す
。
食
育
を

通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
後
輩
に

も
伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」と

ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
作
成
し
た

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
は
、
２
月
末

に
全
戸
配
布
さ
れ
る
予
定
で
す
。

立
志
式
で
決
意
新
た
に

（
※
写
真
10
）

　

２
月
６
日
、
田
子
中
学
校

（
佐
藤
邦
彦
校
長
）で
立
志
式
が

厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤

校
長
や
１
年
生
、
保
護
者
が
見

守
る
中
、
２
年
生
42
名
が
将
来

の
夢
や
目
標
を
宣
言
し
ま
し

た
。
式
で
は
足
澤
慶
悟
さ
ん
と

吉
田
陽
菜
さ
ん
が
作
文
を
読
み

上
げ
、
引
き
続
き
ひ
と
り
一
人

が
将
来
の
夢
や
目
標
を
力
い
っ

ぱ
い
大
き
な
声
で
堂
々
と
立
志

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
学

年
立
志
宣
言
、
記
念
合
唱
の
ほ

か
、
佐
藤
校
長
、
梅
内
義
幸
Ｐ

Ｔ
Ａ
２
学
年
委
員
長
が
励
ま
し

の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
式
典
後
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

八
戸
学
院
大
学
学
長
補
佐
の
玉

樹
真
一
郎
さ
ん
の
、
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
人
生
の
教
訓
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。
玉
樹
さ
ん
は

「
未
知
を
つ
く
る
、未
知
に
な
る
」

と
題
し
、
自
身
が
手
が
け
た
任

天
堂「
Ｗ
ｉ
ｉ
」の
制
作
秘
話

や
、
ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
ブ
ラ
ザ

ー
ズ
な
ど
を
用
い
、「
将
来
は
、

14
歳
の
今
、
想
像
す
る
以
上
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
想
像
で
き

な
い
こ
と
や
っ
て
い
い
ん
だ
よ
。

田
子
を
離
れ
て
も
い
い
よ
。
で

も
、未
知
の
皆
さ
ん
に
な
っ
て
、

い
つ
か
田
子
に
帰
っ
て
き
て
ね
」

と
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
９
）
出
来
上
が
っ
た
フ
ァ
イ
ル
を

　

手
に
記
念
撮
影

（
写
真
10
）
作
文
を
発
表
す
る
吉
田
さ
ん
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●
お
知
ら
せ

■  後期高齢者の方へ　
●入院時食事療養費及び入院時生活療養費の標準負担
額の変更について
　平成３０年４月より入院時の食費の負担額（食事代）
及び医療療養病床に入院している６５歳以上のみなさ
まの光熱水費（居住費）の負担額が変わります。

●保険料の納付について
　保険料は基本的に年金からの天引きですが、７５歳
の到達年度や所得によっては納付書でのお支払いとな
ります。納付書でお支払いの方は、納
め忘れを防ぐためにも便利で確実な口
座振替をご利用ください。口座振替へ
の変更は金融機関で随時受付しており
ます。詳しくは、住民課福祉グループ
までお問い合わせください。

（保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険
証（短期被保険者証）が交付されることがあります。）

●事故にあったとき
　（第三者行為による傷病届について）
　交通事故及びけんか等、第三者の行為による負傷で、
健康保険で治療を受けたときには「第三者行為による
傷病届」を役場へご提出くださいますようお願いいた
します。

問青森県後期高齢者医療広域連合
　☎０１７－７２１－３８２１

■  平成29年分確定申告の納期限・振替日　

税の種類 納期限 振替日
（振替納税の場合）

申告所得税および
復興特別所得税 ３月15日（木） ４月20日（金）

消費税および地方消
費税（個人事業者） ４月２日（月） ４月25日（水）

贈与税 ３月15日（木） 　　　　　

◎納税は期限内に！
　期限を過ぎて納付した場合や口座振替できなかった
場合は、法定納期限の翌日から延滞税がかかる場合が
ありますのでご注意ください。
▼納付方法
　納付書に申告した納税額を記載の上、金融機関等の
窓口で納付してください。
　なお、申告所得税および復興特別所得税と消費税お
よび地方消費税の納付には、金融機関の取引口座から
自動引き落としで納税ができる「振替納税」が便利です。
　振替納税を利用する場合は、「預貯金口座振替依頼
書兼納付書送付依頼書」を法定納期限までに提出して
ください。一度提出すると継続して利用できます。
　納付書、預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書
は、税務署窓口および申告書作成会場に備え付けてお
ります。
※振替納税の場合には、領収証書は発行されません

のでご注意ください。
※贈与税の納税には、振替納税はご利用いただけま

せんのでご注意ください。

◎申告書は郵送で提出できます！
　申告書作成会場は、大変混雑し長時間お待ちいただ
く場合があります。確定申告書を自宅で作成し、郵送
等での提出にご協力ください。

◎マイナンバーの記載
　確定申告書には、マイナンバー（12桁）の記載およ
び本人確認書類（番号確認書類と身元確認書類の提示
または写しの添付）が必要です。

問八戸税務署 ☎０１７８−４３−０１４１

■  赤十字活動資金にご協力ください
　日本赤十字社青森県支部では、平成３０年２月１日
から実施する、平成３０年度の赤十字活動資金確保の
ため、新しい制度にもとづく募集活動を展開します。
　青森県における、赤十字活動の更なる
強化を図るため、新しい制度にもとづく

「赤十字会員（社員）への加入ならびに平
成３０年度の赤十字活動資金（会費・寄
付金）」のご支援について、よろしくお願
い申し上げます。
　活動資金の募集については、昨年まで社員となって
いる方を対象に各自治会の担当者がご自宅に訪問し、
加入受付をいたしますのでよろしくお願いいたします。
　新規会員加入を希望する方は、日本赤十字社青森県
支部田子分区まで申込みください。
▼加入受付　２月１日から予約加入開始
▼会員期間　４月１日から平成３１年３月３１日まで

問役場住民課住民課住民環境グループ（梅内・中村）
　☎２０－７１１３
問日本赤十字社青森県支部環境振興課
　☎０１７－７２２－２０１１

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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●
お
知
ら
せ

■  平成30年度青森県交通災害共済加入募集
　について
　平成３０年２月１日から、平成３０年度青森県交通
災害共済加入募集を開始しています。加入募集につい
ては、居住地の各自治会の担当者がご自宅を訪問し、
加入受付をいたします。訪問の際
は、年会費を添えてお申し込みく
ださい。ご自宅に不在等の理由に
より、申し込みできなかった場合
は、住民課窓口でも申し込みでき
ますのでご利用ください。
▼会　　費　年間１人　３５０円
▼加入受付　２月１日から予約加入開始
▼共済期間　４月１日から平成３１年３月３１日まで
※途中加入の場合も、３月３１日まで
▼その他　詳しくは、１月末に全戸配布されたチラシ

をご覧ください

問役場住民課住民環境グループ（梅内・中村）
　☎２０－７１１３■  借金に関する無料相談窓口

　当方区財務局青森財務事務所では、相
談窓口を設置しております。借金等でお
困りの方は、お気軽にご相談ください。
相談は秘密厳守、無料。お電話での相談
も可能です。
▼相談専用電話　☎０１７－７７４－６４８８
▼場所　青森合同庁舎３階（青森市新町２丁目）
　　　　青森財務事務所
▼受付　月～金（祝日・年末年始除く）
　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時30分

■  浄化槽を正しく使っていますか？
　浄化槽は、微生物の働きを利用して汚
水を浄化するため、適正な管理が必要で
す。そのため、浄化槽法では次のことが
義務付けられています。
①定期的な保守点検
②年１回の清掃
③法定検査の受検（使用開始後及び年１回）
　法定検査は、浄化槽が適正に維持管理され、本来の
浄化機能が十分に発揮されているかを判定するもの
で、一般社団法人青森県浄化槽検査センター（☎０１７
－７２６－９５００）が行います。
　また、浄化槽についてのご相談、浄化槽の使用開始
時、廃止時、管理者の変更時等の届出は、三八地域県
民局環境管理部（☎０１７８－２７－５１１１）へご連絡く
ださい。

■  平成30年度国家公務員「国税専門官採用試験」
　（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門
官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要
な仕事を担い、税務署等において、調
査・徴収・検査や指導などを行う税務の
スペシャリストです。
▼受験資格
１．昭和63年４月２日から平成９年４月１日生まれの者
２．平成９年４月２日以降生まれの者で次に掲げる者

⑴大学を卒業した者及び平成31年３月までに大学を
卒業する見込みの者

⑵人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認め
る者

▼受験申込受付期間
　３月30日（金）から４月11日（水）まで
▼受験申込方法
　受験申込みはインターネット申込みとする。　　　
　国家公務員試験採用情報 NAVI
　（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
▼第１次試験日　６月10日（日）

問仙台国税局人事第二課試験研修係
　☎０２２－２６３－１１１１　内線３２３６
問人事院東北事務局 ☎０２２－２２１－２０２２

■  国土交通省からの重要なお知らせ　
　タカタ製エアバッグリコール未改修車は、平成３０
年５月から車検が通らなくなります！
　早急にリコール作業を受けてください！
　まずは検査システムで措置対象かどうかを確認！
▼検索システムパソコン用ＵＲＬ
　http:/www.jaspa.or.jp/user/mycar/application/
recallsearch.html
※スマホ・タブレット用アプリもあります。
　未改修の場合は、早急に販売店でリコール
改修を実施！
問国土交通省タカタ専用ダイヤル
　☎０３−５５３９−０４５２
　エアバッグリコール特設ホームページ
　http://www.mlit.go.jp/jidosha/carinf/rcl/

　recallinfo_000.html
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●
お
知
ら
せ

■  違反対象物の公表制度
　重大な消防法令違反のある建物を八戸地域広域市町
村圏事務組合ホームページに公表します。

【施行日　平成30年４月１日】
▼違反公表制度とは
　建物を利用する方自らが、建物の防火安全に関する
情報を確認して、利用の判断に活用できるよう、重大
な消防法令違反のある防火対象物に関する内容をイン
ターネット等により公表する制度です。
▼対象となる建物用途
　劇場や飲食店、店舗など不特定多数の者が利用する
建物や、病院や社会福祉施設など一人で避難すること
が難しい方が利用する建物が対象です。（八戸地域広
域市町村圏事務組合火災予防条例施行規則第14条第１
項）
▼対象となる重大な消防法令違反
　消防法令で設置義務があるにもかかわらず、以下の
消防用設備が設置されていないものです。
　○屋内消火栓設備　○スプリンクラー設備
　○自動火災報知設備
▼公表の内容
　○建物の名称　○建物の所在地
　○違反の内容　○公表日
▼公表の方法
　八戸地域広域市町村圏事務組合ホームページ、消防
本部及び消防署へ掲示します。

問八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部予防課
　☎０１７８−４４−２１３３

■  「三戸町地域職業相談室」をご利用ください
　三戸町地域職業相談室では、ハローワーク八戸と同
様に職業相談・職業紹介も行っております。窓口でご
相談いただきますと、雇用保険受給中の方については
求職活動の実績となります。ぜひご利用ください。
※１月より毎月就職支援セミナーを開催

しております。詳細はお問い合わせく
ださい。

◎三戸町地域職業相談室
▼開庁日・開庁時間
　月曜日～金曜日　午前９時３０分から午後５時
　（土日祝日・年末年始は休みとなります）
　三戸町川守田字元木平８－１　アップルドーム２Ｆ
　☎２０−０２５５

■  被害者支援活動員第８期生募集
　あおおり被害者支援センターは、犯罪の被害を受け
た方やそのご家族、ご遺族に各種支援を行う民間の被
害者支援ボランティア団体です。ただ今、被害者支援
活動員を募集しております。あなたも私たちの活動に
参加してみませんか。詳しくは事務局へお問い合わせ
ください。
▼応募期間　１月～３月３０日（金）

問あおもり被害者支援センター事務局
　青森市中央3-20-30　☎０１７−７１８−２０８５
　（平日午前１０時から午後５時まで）

■  第９回全国若年認知症フォーラム
　in青森・八戸～暮らしと働くを支える～
▼日　時　３月２５日（日）午前１０時〜午後４時
▼場　所　八戸市　ユートリー大ホール
▼定　員　４８０名
▼内　容
○若年性認知症施策について（厚生労働省・青森県）
○若年性認知症に関する講演（東海林幹夫先生・岩田
淳先生）○シンポジウム（当事者・医療福祉関係者・
企業等）○若年性認知症者の活動紹介など
▼参加費　５００円（資料代として）
▼申込み　ＦＡＸにて３月９日〆切
※詳細はホームページ（http://www.kokorosukoyaka.

org/）をご覧ください。

問青森県若年性認知症総合支援センター
　八戸市尻内町島田１３－１
　☎０１７８−３８−１３６０　FAX ０１７８−３８−１０１５

■  女性のための女性司法書士による無料法律
　相談会
※秘密厳守ですので、安心してご相談ください。
　相続・成年後見・借金問題・家族間の問題等法律の
関係するお悩みを抱えた女性のために、
女性司法書士が無料で相談に応じます。
　法律家に相談しにくかった皆様、女性
なら聞いてもらえる、話せる、と思って
おられる皆様、是非この機会をご利用く
ださい。
　予約は不要ですので、お気軽にお越しください。
▼日時　３月３日（土）午前１０時〜午後４時
▼会場　アスパム５階「あすなろ」
　　　　青森市安方一丁目１－４０
　　　　☎０１７−７３５−５３１１
▼主催　青森県司法書士会 ☎０１７−７７６−８３９８
　　　　青森市長島三丁目５－１６
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公民館情報

第40回文化協会芸能発表会
　２月４日、タプコピアンプラザホールで第40回田
子町文化協会芸能発表会が行われました。これは田子
町文化協会の主催で行われ、所属する田子神楽保存
会・田子平成会・民舞踊子すずめ会・舞踊愛好会・し
らゆきの会・民栄会・青森南部相撲甚句会・演芸せき
れい会・白萩岳風会・田子町ナニャドヤラ保存会の
10団体と特別出演として ATSUSHI DANCE SCHOOL
１団体が出演して、唄や踊りなどを披露しました。皆
様方も文化協会に加入して、一緒に参加しませんか。

平成29年
田子町文化賞・スポーツ賞受賞者決定　
　１月25日に審査会が開催され、文化賞部門は５団
体、９個人に、スポーツ賞部門は３団体、10個人の
受賞が決定されました。
　受賞者は次のとおりです。
●文化賞部門
▽文化特別賞（個人）　幅野義久
▽文化奨励賞（団体）
　県立田子高等学校郷土芸能部
　清水頭小学校
▽文化奨励賞（個人）
　蛇沼　愛（三戸高３）　藤田菜奈（八戸東高１）
▽児童・生徒文化奨励賞（団体）
　田子中学校吹奏楽部　
　ぼくもわたしもスポーツ大好き！（清水頭小２）
　学校大好き！（清水頭小１）

▽児童・生徒文化奨励賞（個人）
　工藤優美夏（田子中３）　大矢千歩（田子中２）　
　高舘海吏（上郷小５）　　森崎祐世（清水頭小６）
　大久保聖蘭（清水頭小６）　袖村風花（清水頭小１）
●スポーツ賞部門
▽スポーツ功労賞（個人）　井畑博明
▽スポーツ特別賞（団体）　田子中学校
▽スポーツ大賞（団体）　弓道部女子（田子高）
▽スポーツ大賞（個人）
　山沢七南（田子高３）　市川修斗（聖愛高３）　　　
▽スポーツ奨励賞（団体）　６年女子チーム（田子小）
▽スポーツ奨励賞（個人）
　谷内達哉（田子中３）　冨樫心寧（田子小６）
　中山聖翔（田子小６）　川上菜央（田子小６）
　高沢琉葵（田子小５）　西野　嵐（田子小５）
　新井田未徠（田子小５）
※表彰基準が、前年の１月１日～12月31日となるた

め所属が異なる場合があります。

◎平成30年度公民館講座募集
　公民館講座を自主運営しませんか。
　新たに講座を計画したい、現在の講座を継続
したい等、皆さんからのご応募をお待ちしてお
ります。

■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）
または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

●生け花講座
▽と　き　３月17日（土）午後６時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽材料費　1,000円程度

●ストライキングエクササイズ
▽と　き　３月７日・14日（水）
　　　　　午後６時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽持ち物　汗ふき用タオル・
　　　　　飲み物
▽参加料　無料

●親子ふれあい講座
　「フラダンス体験教室」
▽と　き　３月22日・29日（木）
　　　　　午後６時30分　　
▽ところ　中央公民館和室
▽参加費　無料

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

青
森
南
部
相
撲
甚
句
会

民
舞
踊
子
す
ず
め
会
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●健康、スポーツ
▽40歳を過ぎて最高の成果を出せ

る「疲れない体」と「折れない心」
のつくり方／葛西紀明／498カ

▽浅田真央　私のスケート人生／
784ア

●歴史・時代小説
▽天翔ける／葉室麟／913ハ
▽本所おけ長屋４／畠山健二／913

ハ
▽さくら道／隅田川御用帳１３／藤

原緋沙子／913フ
▽牛天神／損料屋喜八郎始末控え／

山本一力／913ヤ

●ミステリー・警察小説など
▽十津川警部出雲伝説と木次線／西

村京太郎／913ニ
▽風神の手／道尾秀介／913ミ
▽ビブリア古書堂の事件手帖７／三

上延／913ミ

●そのほかの小説など
▽百年泥／石井遊佳／913イ
▽千の扉／柴崎友香／913シ
▽花木荘のひとびと／高森美由紀／

913タ
▽崩れる脳を抱きしめて／知念実希

人／913チ
▽たゆたえども沈まず／原田マハ／

913ハ
▽百貨の魔法／村山早紀／913ム
▽嘘／村山由佳／913ム
▽婚約迷走中／パンとスープとネコ

日和４／群ようこ／913ム
▽吹上奇譚／第１話／吉本ばなな／

913ヨ
▽ミレニアム５／上下巻／ダヴィ

ド・ラーゲルクランツ／949ラ

●伝記、言葉、エッセイなど
▽おかげさまで、注文の多い笹餅屋

です／桑田ミサオ／289ク
▽大人の語彙力大全／齋藤孝／814

サ
▽思えば、孤独は美しい。／糸井重

里／914イ
▽すべての始まり／吉本ばなな／

914ヨ
▽忘れたふり／吉本ばなな／914ヨ
▽刑務所の読書クラブ／ミキータ・

ブロットマン／936ブ

図書館情報
手作りお菓子を作りませんか？

　少し前まで、お店でお菓子を作る
のは「ケーキ屋さん」でしたが、今で
は「パティシエ」と呼ばれています。
フランス語で菓子職人という意味だ
そうです。さあ私たちも「おうちでは
パティシエ」です。ご家族みなさんで
お菓子作りを楽し
みませんか？
　お菓子作りの参
考になるような本
を集めて展示・貸
出します。どうぞ
ご利用ください。

○白崎茶会のあた
らしいおやつ

○郷土ほっこりお
やつ

○大人のほろ酔い
チョコレート

○はちみつスイーツ
○魔法のホットケーキミックスおや

つ３０３
○親子おやつ
○おばあちゃんとおやつ

●「お菓子作り」特集

　読みたい本が貸出中の時は「本の
予約」を、図書館にない本を読みた
いときは「本のリクエスト」を受け付
けています。「テレビやラジオで紹
介していた本」「新聞に載っていた本」

「本屋さんで見た本」など、皆さま一
人ひとりのご要望に、できるだけお
こたえします。電話でも受け付けま
す（☎２０－７２２１）。どうぞご利用
ください。

●読みたい本をお探しします「本の予約とリクエスト」

図書館おやすみカレンダー 3月の図書館行事
▼３／７（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼３／10（土）午前10時30分
　本の読み聞かせととしょかんクラブ
　遊べるおりがみ「ふきこま」

※３／24（土）「本の読み聞かせととしょか
んクラブ」はお休みです。▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館（担当：川村）☎２０‐７２２１
図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

図書館休館日
　毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

本の予約 ･ リクエスト申込み用紙
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町
の
人
口

平
成
30
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2171（−10）
人口／5647（−17）
男／2734（−８）
女／2913（−９）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・
事

故
に
注
意

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
の
時
季
、「
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る
火

災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は
「
油
種
を
確
認
」

し
、「
必
ず
消
火
」
し
て
か
ら
行

い
、
お
出
か
け
の
時
は
「
火
の

元
を
点
検
」
す
る
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
、
時
々
「
換
気
」
し

て
、
部
屋
の
空
気
を
入
れ
換
え

る
。

・
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
排
気
筒
の
埋
も
れ
な
ど

が
な
い
か
時
々
「
点
検
」
す
る
。

・
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
出
口

の
周
囲
を
除
雪
し
、「
避
難
経
路

を
確
保
」
す
る
。

・
路
面
が
「
凍
結
し
、
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
」
の
で
、
転

倒
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
屋
根
か
ら
雪
や
つ
ら
ら
が
落

ち
て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
迷
惑
駐
車
や
道
路
へ
の
雪
捨
て

は
や
め
ま
し
ょ
う
！

　

♪
も
う
す
ぐ
春
で
す
ね
♪

　

キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
が
歌
う
華

麗
な
テ
ン
ポ
の
よ
う
に
、
子
ど

も
も
高
齢
者
も
陽
気
に
誘
わ
れ

外
出
が
楽
し
く
な
る
時
期
で
す
。

　

楽
し
い
外
出
の
妨
げ
と
な
る

次
の
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
除
排
雪
や
通
行
の
妨
げ
と
な

る
迷
惑
駐
車

▽
泥
は
ね
や
凍
結
の
原
因
と
な

る
道
路
へ
の
雪
捨
て

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

1
（木）

あとから体が楽になる運動教室
（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00

2
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

4
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:45〜午後5:05

6
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

7
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:00〜11:30
子宮頸がん予防接種（中１）

（せせらぎの郷）午後3:30〜4:30
8

（木）
デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
あとから体が楽になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
9

（金）
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

10
（土）

心の健康づくり講演会（せせらぎの郷）
午前10:30〜11:45
保健推進員研修会（せせらぎの郷）
午前10:30〜11:45

13
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

14
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

15
（木）

あとから体が楽になる運動教室
（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
自立支援相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00〜4:00

16
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

16
（金）

血圧を下げる教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00

20
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
21
（水）

介護職員初任者研修修了式
（せせらぎの郷）午前9:00〜11:00

22
（木）

デイケア（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後1:00
あとから体が楽になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
23
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
27
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
28
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:00〜11:00

29
（木）

つばきの会（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00
あとから体が楽になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
30
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
なるほど500キロカロリー教室

（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00

３月の主な保健・介護予防事業予定表

　TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０

加入の申込・変更・廃止、
ケーブルの移設など

テレビが映らない
などの故障時

誕生

●中村柊
ひ な

菜（隆宏・みつ子）／北側
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
　

お悔やみ
●新井田すみ（90歳）向山
●嶋澤忠志（82歳）西舘野
●尾形イセ（84歳）下本町
●大森つや（85歳）矢田郎
●澤口ヌエ（90歳）嘉沢
●新井田はな子（99歳）向山
●菊地　貴（87歳）道前
●菊地良子（80歳）道前
●北村岩勇（86歳）中本町
●板橋かよ（90歳）山口
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
田
子
町
の
皆
様
と
の
つ
な
が

り
に
感
謝
！

　

今
年
度
、
文
部
科
学
省
の
委

託
を
受
け
、「
笑
顔
で　

お
い
し

く　

バ
ラ
ン
ス
よ
く
」
を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
食
に

関
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

活
動
の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
町
内
外
の
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
て
、
本

校
の
児
童
が
描
い
た
イ

ラ
ス
ト
と
６
年
生
が
考

え
た
レ
シ
ピ
を
掲
載
し

た「
食
育
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
」
を
２
種
類
、
皆

様
へ
の
贈
り
も
の
と
し

て
作
成
・
配
布
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
協
力
で
、
３
月

ま
で
３
種
類
の
食
育
Ｃ

Ｍ
を
放
送
し
て
い
ま

す
。
本
校
児
童
が「
野

菜
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
変

身
し
て
、
朝
ご
飯
の
大

切
さ
や
よ
く
噛
む
こ
と
、
野
菜

を
摂
取
す
る
こ
と
な
ど
を
、
町

民
の
皆
様
に
楽
し
く
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。
３
種
類
と
も
ご
覧

に
な
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
他
の
教
育
活
動
で
も
、

地
域
の
皆
様
や
関
係
機
関
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
今
年
度
は
、
地
域

の
宝
で
あ
る「
田
子
神

楽
」に
全
校
で
取
り
組

み
、
学
芸
発
表
会
で

６
年
生
が
披
露
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
そ

の
意
思
を
受
け
継
い

で
、
３
月
の
６
年
生

を
送
る
会
で
５
年
生

が
披
露
す
る
予
定
で

す
。
児
童
へ
の
指
導

や
お
囃
子
の
演
奏
な

ど
、
田
子
神
楽
保
存

会
の
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
は
、

５
年
生
と
６
年
生
を

対
象
に
、
ス
キ
ー
体

験
教
室
を
行
い
ま
し

た
。
田
子
町
ス
キ
ー

協
会
の
皆
様
の
て
い

ね
い
な
ご
指
導
で
、

子
ど
も
た
ち
も
楽
し

そ
う
で
し
た
。

　

田
子
町
の
皆
様
の
本
校
の
教

育
活
動
へ
の
た
く
さ
ん
の
お
力

添
え
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
小
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
小
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月

と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
今
年
度

『
や
り
残
し
た
な
ぁ
』と
い
う
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？　

私
は
５
月
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ

Ｃ
を
受
け
た
の
で
す
が
、
大
学
時
代
に

受
け
た
点
数
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、

「
良
か
っ
た
！
」と
い
う
気
持
ち
と
、「
い

や
、
も
う
少
し
勉
強
し
て
か
ら
受
け
る

ん
だ
っ
た
」と
い
う
気
持
ち
が
半
々
で
し

た
。
今
年
度
中
に
も
う
一
回
！ 

と
思
っ

て
い
た
の
に
、
結
局
受
け
ら
れ
ず
…
。

来
年
度
ま
た
頑
張
り
ま
す
。

　

写
真
は
、
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
お
し

る
こ
会
の
様
子
で
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
と
一
緒
に

昔
遊
び
を
楽
し

み
、
お
い
し
い

お
し
る
こ
を
味

わ
い
ま
し
た
。

「
お
か
わ
り
！
」

の
大
き
い
声
も

聞
こ
え
て
い
ま

し
た
よ
。

（
広
報
担
当　

お
お
く
ぼ
）

か
え
り
見
る
わ
が
生
ひ
立
ち
を
幸
せ
と
思
は
せ
る
祖

母
の
見
え
ざ
る
愛
を 

新
井
田
き
ぬ

百
才
の
こ
ゑ
を
聞
き
つ
つ
天
に
召
さ
れ
村
人
總
出
の

見
送
り
目
出
た
し 

新
井
田
き
ぬ

夫つ
ま

の
居
ぬ
淋
し
き
想
ひ
振
り
返
り
体
調
気
付
か
ぬ
吾

れ
詫
び
る
の
み 

貝
守
多
恵

新
年
の
芸
能
発
表
近
づ
き
て
心
伝
は
る
芸
を
楽
し
み

に 

貝
守
多
恵

冬
枯
れ
の
景
に
ひ
と
き
わ
鮮
や
か
に
艶
め
き
を
見
せ

る
取
り
残
し
の
柿 

柳
田
麗
子

寒
い
朝
熱
い
み
そ
汁
温
も
り
て
雪
の
花
咲
く
真
冬
の

風
景 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
８
年
３
月
号
（
平
成
30
年
２
月
21
日
発
行
）
通
算
第
７
０
０
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

　広報たっこが創刊されたのは昭和33年。
　第１号は５月10日に発刊され、広報たっこも今年の５月で60歳
を迎えます。
　昭和35年国勢調査のデータによると、このころの田子町は
　世帯数 ２，０７１　人口 １１，０９７　１世帯平均人員 ５．４人
　だったようです。

はじめてのハッピーバースデイ
平成29年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●元村ゆづきちゃん
Ｈ29.2.3

（野々上・男の子）
とっても甘えん坊なゆ
づき君。いつもかわい
い仕草に癒されます♡
お姉ちゃんと一緒に元
気で健康に育ってね！

●川上世
せ な

夏ちゃん
Ｈ29.2.11

（川代・女の子）
せな☆HPB☆　せなの
笑顔はパパとママの宝
物。生まれてきてくれ
てありがとう♪

１月12日から21日まで東京ドームで行わ
れたふるさと祭りでミスねぶたのお姉さん
たちと記念撮影してもらったんだ♪

（文  たっこ王子）

広報たっこ第１号の紙面

昨年のガーリックレ
ディコンテスト

昨年の会場の様子

ふるさと祭りに行ってきたよ！

祝！ 広報たっこ創刊700号（2018年３月号）


